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　４月12日、南予森林組合で「南予森林アカデミー
開講式」が行われました。
アカデミーは、宇和島・松野・鬼北の３市町と、
南予森林組合が令和元年に協働で設立した「南予森
林管理推進センター」が初めて開催。１期生となる
受講生４人は講座を通して、森林林業の基礎知識を
学ぶほか、林業に必要な資格の取得、インターンシッ
プによる実践的な現場研修などにより幅広く学んだ
後、地元林業事業体への就職を目指します。
　森林資源の循環利用と、林業の成長産業化に向け
て、担い手育成の取り組みが始まりました。

林業の担い手育成を目指して
◎南予森林アカデミー　開講式◎南予森林アカデミー　開講式

　４月10日、鬼北町農業公社で「鬼北おてがる農業
倶楽部開講式」が開催されました。
　主催者から「失敗しながら学んでいただきたい」
とあいさつがあった後、早速ハウス内の圃場でピー
マン・ミニトマトなどの夏野菜の苗を植え付けてい
きました。機材は貸出無料で、インストラクターが
定期的に指導するので、初心者でも気軽に野菜作り
が楽しめます。
　受講生たちは「野菜の育成を通じて、自分自身の
成長にもつなげたい」と意気込みながら、慣れない
作業に汗を流していました。

気軽に楽しく野菜づくり
◎鬼北おてがる農業倶楽部　開講式

　４月30日、四国で最初のメーデーが大正11年５月
１日に日吉明星ヶ丘で挙行されてから100年になる
ことを記念して、「明星ヶ丘メーデー100周年の集い」
が開催されました。
　大正時代、貧困の解決や平等な社会実現のために
無産者解放運動を展開した井谷正吉。江戸時代、藩
政改革を求めて農民一揆を成功させた武左衛門。
　参加者たちは、ふるさとで活躍した偉人たちの思
いに触れ、郷土を愛する精神を再認識していました。

武左衛門と井谷正吉の志を後世に
◎明星ヶ丘メーデー１００周年の集い◎明星ヶ丘メーデー１００周年の集い

　４月14日・26日・５月17日の３日間、農業濁水流
出防止対策の取り組みとして、農業濁水パトロール
（主催・広見川等農業排水対策協議会）が行われま
した。
　三間～鬼北～松野を流れる三間川・広見川の各地
点で取水した水の濁度を、透視度計により計測。止
水板の利用や浅水での代かきを行うことで、濁水と
肥料分の流出を防ぐことができます。
　日本最後の清流四万十川を守るため、皆さんのご
協力をお願いします。

お田植え時期の濁水防止に向けて
◎農業濁水パトロール

Kihoku’s Tpicks

４月27日、「ねんりんピック愛顔のえひめ2023鬼
北町実行委員会」の設立総会・第１回総会が、鬼北
総合公園で行われました。
「ねんりんを 重ねた愛顔 伊予に咲く」をテーマに、

令和５年に開催される第35回ねんりんピック。鬼北
町での開催種目はペタンク交流大会で、72チーム、
288名が参加を予定しています。

実行委員会では今後、先催地視察やリハーサル大
会（令和４年11月６日）を行い、大会本番に向けて
準備を進めていきます。

ふれあいと活力ある長寿社会を目指して
◎ねんりんピック2023実行委員会総会

４月16・17日の２日間、広見体育センターで鬼北
山野草会（会長・武田國次）が主催する「春の山野
草展」が開催されました。

コロナ禍により２年ぶりの本格開催となった今回
も、町内外から多くの愛好家たちが来場。鉢や飾り
台にも、山野草の魅力を引き立てる様々な工夫がな
され、緑鮮やかなものから、可愛らしい花を咲かせ
たものまで、丹精込めて育てられた223鉢を展示。
訪れた人たちは、春の彩りあふれる癒しの空間を、
じっくりと堪能していました。

個性が光る緑鮮やかな山野草
◎春の山野草展

５月５日、広見Ｂ＆Ｇ海洋センターがオープンし
ました。

町内でも最高気温が25℃を超えたこの日は、早速
子どもたちが来館。一足早い夏の到来を満喫してい
ました。
期　間　９月15日（木）まで
料　金　●高校生以上：210円　●小中学生100円
　　　　●小学生未満（保護者同伴）…無料
休館日　詳細は町ホームページをご覧ください。
問広見Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎45-3111

今シーズン最初のプール遊びを満喫
◎広見Ｂ＆Ｇ海洋センターオープン

５月２日、大規模災害時の輸血用血液製剤等の輸
送を想定したヘリコプター実働訓練（主催・宇和島
市）が、奈良川河川敷で行われました。

災害時には、自衛隊や県防災ヘリの使用が優先さ
れるヘリポートに代わり、民間ヘリコプターに適し
た離発着場所の調査・訓練も兼ねて、鬼北町も連携
して実施。

当日は、コックピットの見学や体験飛行に搭乗す
ることも可能で、参加者たちは機動力に優れた民間
ヘリの活用について学び、災害対策・対応への意識
を高めていました。

民間ヘリを活用した機動的な災害対応
◎災害協定に基づくヘリコプター実働訓練

広報きほく　2022.6 16


